
令和５年度 杜の都のエコ・スクール活動報告書 

学校番号 ２３４ 学校名 仙台市立沖野中学校 校長名 根本 光一 

 

１ 取組のタイトル，テーマ 

「SDGｓについて考えよう 学校でできることは何か？」 

２ 取組の紹介 

   今年度初めて実施する内容です。中学校３年間の各教科で学習した内容から,各ゴールの課題に

ついて改めて考え,「自分にできることや,学校でできることは何か」を個人から,学習班で考

え,Jamboard を用いて共有し,持続可能な社会の実現のために自分たちにできることを考える力を

養いました。 

   事前に３学年でアンケートをとった結果,約８０％が SDGｓに興味があると回答し,約７０％の生

徒がSDGｓの活動に参加してみたいと回答していました。また,９０％の生徒が自分にも何かできる

ことがあるではないかという思いがあるということが分かりました。このことから,生徒たちは現

代社会の環境問題や科学技術の発展,持続可能な社会への興味や関心があり,持続可能な社会の実

現に向け場やタイミングがあればさらなる取組をしたいと考えていることが分かりました。 

   今回話し合った内容から,次年度以降の学校での取組で生かしていければと思います。活動で

は,東京書籍の『EduTown SDGs -わたしたちがつくる未来-』を利用しました。このサイトで,各班

で選択したSDGｓの１～１７のゴールについてのクリップを見ることにより,生徒たちは改めてSDG

ｓの課題となっている内容を再認識し,自分たちにできることは何か,学校では何ができるのか？

を話し合いながら見分を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 取組の成果（児童生徒の変容） 

   

 

 

 

今回の話し合いなどの活動を通し,身近にできる内容から, 

より具体的な内容へと変わりました。これからの世代を担う 

ことになる生徒たちは,SDGsを意識しながら行動する必要性を 

学ぶことができました。 

・ごみ拾いをする 

・マイバックやボトルの利用 

・３Rを一層意識したい 

 

・現状を再認識したい・不用品の寄付 

・SDGｓなどの活動に積極的に参加する 

・啓発ポスターの作成・ＭＳＣ認証商品を買う 


